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様式B-4

【実践の目的】
家庭学習を充実させるためには、保護者の理解と協力が必要である。
そこで、１人１台端末の取扱いの理解と、適切な利用や家庭学習充実の協力のために保護者向けの講座を開講した。

【講座の内容】
・生徒用一人一台端末の操作方法の理解
・AI型ドリルの学習記録の確認
・生徒の活動状況や履歴の閲覧方法
・アンケートの回答

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・生徒が家庭に持ち帰り、タブレットを使用する理解を得られた。
・保護者にもタブレットの操作方法を学んでいただけた。


